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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
車両シート用ヘッドレストであって、
前記ヘッドレストは並進運動によって第１ラッチ位置と第２ラッチ位置との間で可逆的に
移動可能であり、
前記ヘッドレストは前記並進運動に伴って回転するシャフトを有し、
前記シャフト（１１）は前記第１ラッチ位置と前記第２ラッチ位置においてラッチ要素（
２）に接続可能であり、
前記ラッチ要素（２）は弾性要素（４）を介して前記シャフト（１１）に接続され、
前記ヘッドレストは配向装置（１）を含み、前記配向装置（１）は、第１方向における前
記並進運動のための並進ユニット（１０）と、第２方向における更なる並進運動のための
更なる並進ユニット（２０）とを含み、
前記並進ユニット（１０）は、前記並進運動を前記シャフト（１１）の回転運動に変換す
るための伝動装置を有し、前記伝動装置は、大歯車（１２）と、歯付きの旋回可能なディ
スク要素（１３）とを有し、
前記更なる並進ユニット（２０）は、前記更なる並進運動を更なるシャフト（２１）の回
転運動に変換するための更なる伝動装置を有し、前記更なる伝動装置は、更なる大歯車（
２２）と、ラック（２３）とを有する、ヘッドレスト。
【請求項２】
前記弾性要素（４）は前記シャフト（１１）の周りに係合し、前記ヘッドレストは、前記
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シャフト（１１）の回転方向の方向に前記弾性要素（４）を少なくとも部分的にねじるこ
とによって弾性作用がもたらされるように構成されている、請求項１に記載のヘッドレス
ト。
【請求項３】
前記第１方向は水平方向であり、前記第２方向は垂直方向である、請求項１又は２に記載
のヘッドレスト。
【請求項４】
前記並進ユニット（１０）は前記並進運動を手動で行うように構成されている、請求項１
から３のいずれか一項に記載のヘッドレスト。
【請求項５】
前記並進ユニット（１０）は前記並進運動をモーター駆動で行うように構成されている、
請求項１から３のいずれか一項に記載のヘッドレスト。
【請求項６】
前記更なる並進ユニット（２０）は前記更なる並進運動を手動で行うように構成されてい
る、請求項１から５のいずれか一項に記載のヘッドレスト。
【請求項７】
前記更なる並進ユニット（２０）は前記更なる並進運動をモーター駆動で行うように構成
されている、請求項１から５のいずれか一項に記載のヘッドレスト。
【請求項８】
前記弾性要素（４）は円錐状に構成されている、請求項１から７のいずれか一項に記載の
ヘッドレスト。
【請求項９】
前記シャフト（１１）はクランプピン（１５）を含むか、或いはクランプピン（１５）が
前記シャフト（１１）に連続して配置されている、請求項１から８のいずれか一項に記載
のヘッドレスト。
【請求項１０】
請求項１から９のいずれか一項に記載のヘッドレスト用の、ヘッドレストに組み込むこと
ができる配向装置（１）を形成するためのシステムであって、
前記システムは、第１方向における並進運動のための並進ユニット（１０）と、第２方向
における更なる並進運動のための更なる並進ユニット（２０）とを含み、
前記並進ユニット（１０）は、前記並進運動をシャフト（１１）の回転運動に変換するた
めの伝動装置を有し、前記伝動装置は、大歯車（１２）と、歯付きの旋回可能なディスク
要素（１３）とを有し、
前記更なる並進ユニット（２０）は、前記更なる並進運動を更なるシャフト（２１）の回
転運動に変換するための更なる伝動装置を有し、前記更なる伝動装置は、更なる大歯車（
２２）と、ラック（２３）とを有する、システム。
【請求項１１】
前記並進ユニット（１０）は手動で動作可能であるか又は電動の駆動装置（１４）を有す
る、請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
前記更なる並進ユニット（２０）は手動で動作可能であるか又は電動の駆動装置（２４）
を有する、請求項１０又は１１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両シート用ヘッドレスト及びヘッドレストに組み込むことができる配向装
置を形成するためのモジュラーシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　車両シート用のヘッドレストは広く知られており、とりわけ、事故の際に乗員がむち打
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ち損傷を受けるのを避けるのに役立つ。このために及び快適な調節を実現するために、ヘ
ッドレストを個々の乗員の身長に応じて個別に位置決めしてロックできることが好都合で
ある。ヘッドレストを移動させることができる配向装置は、従来技術から知られている。
配向装置によって、例えば、パッド入りのヘッドレストを乗員にとって可能な限り最適に
位置決めするために一方向又はいくつかの互いに独立した方向の並進運動が可能になる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、従来技術と比較して、例えばその取り扱いに関して、ヘッドレストを
更に改良することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、車両シート用ヘッドレストであって、ヘッドレストが並進運動により第１ラ
ッチ位置と第２ラッチ位置との間で可逆的に移動可能であり、ヘッドレストは並進運動に
沿って回転するシャフトを有し、シャフトは第１ラッチ位置及び第２ラッチ位置において
ラッチ要素に接続され、ラッチ要素は弾性要素を介してシャフトに接続されている車両シ
ート用ヘッドレストによって、上記目的を達成する。
【０００５】
　従来技術と比較して、本発明によるヘッドレストは弾性要素を含み、弾性要素の復元力
又はばね作用により、位置決めされ且つロックされたヘッドレストが安定することが確実
になる。例えば、弾性要素のばね作用は、第１ラッチ位置がヘッドレストの端部位置であ
る場合に、ヘッドレストの構成要素が第１ラッチ位置で一緒に押されるという効果を有す
る。また、その弾性作用の結果として、弾性要素は、端部位置に到達すると特定のラッチ
感覚をもたらす。更に、弾性要素は有利には、第２ラッチ位置において、ヘッドレストの
調節が望ましくない状態でヘッドレストに外力が作用した場合にヘッドレストを戻す働き
をする。
【０００６】
　好ましくは、並進運動は、ヘッドレストを進行方向に対して平行な方向に移動させる運
動である。この場合、第１ラッチ位置は詳細には端部位置であり、第２ラッチ位置は乗員
が個々に設定するヘッドレストの位置である。また、好ましくは、弾性要素はシャフトの
周りに留まるか又は係合するように構成され、シャフトの回転方向の方向に要素を部分的
にねじることによって弾性作用がもたらされるように設けられる。
【０００７】
　本発明の有利な構成及び発展形態は、従属請求項、及び図面を参照する説明から推測さ
れることができる。
【０００８】
　本発明の更なる実施形態によれば、ヘッドレストは配向装置を含み、配向装置は、第１
方向における並進運動のための並進ユニット及び／又は第２方向における更なる並進運動
のための更なる並進ユニットを含むように設けられる。その結果、ヘッドレストは、ヘッ
ドレストの最適位置に達するまで、上下両方向及び前方及び後方に有利に移動させること
ができる。好ましくは、第１方向及び第２方向は互いに対して垂直に延びる。また、配向
装置はモジュラー式に組み立て可能であり、この場合、例えばモーター駆動の又は手動操
作可能な並進ユニットと、モーター駆動の又は手動操作可能な更なる並進ユニットとを選
択的に有するように設けられる。結果として、配向装置は、様々な変形形態におけるヘッ
ドレストの様々なモデルに有利に統合されることができる。
【０００９】
　本発明の更なる実施形態によれば、並進ユニットは並進運動を手動で行うように構成さ
れ且つ／又は更なる並進ユニットは並進移動を手動で行うように構成されるように設けら
れる。
【００１０】
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　本発明の更なる実施形態によれば、並進ユニットは並進運動をモーター駆動で行うよう
に構成され且つ／又は更なる並進ユニットは並進移動をモーター駆動で行うように構成さ
れるように設けられる。その結果、有利には、ヘッドレストを快適に移動させることがで
きる。詳細には、モーター駆動のために設けられた駆動装置がシャフト又は更なる並進運
動ユニットの更なるシャフトに接続され、対応するシャフトを駆動するように設けられる
。
【００１１】
　本発明の更なる実施形態によれば、弾性要素は円錐状に構成されるように設けられる。
弾性要素の形状の結果として、弾性要素の復元力又はばね作用は、有利には、例えばラッ
チ要素とシャフトとの相互作用のための幾何学的境界条件に適合させることができる。
【００１２】
　本発明の更なる実施形態によれば、並進ユニットは並進運動をシャフトの回転運動に変
換するための伝動装置を有するように設けられ、伝動装置は、好ましくは、大歯車と、歯
付きの旋回可能なディスク要素（ディスク片とも呼ばれる）とを有する。
【００１３】
　本発明の更なる実施形態によれば、更なる並進ユニットは並進運動を更なるシャフトの
回転運動に変換するための伝動装置を含むように設けられ、更なる並進ユニットの伝動装
置は、好ましくは、更なる大歯車とラックとを有する。
【００１４】
　本発明の更なる実施形態によれば、シャフトはクランプピンを含むように、又はクラン
プピンがシャフトに連続して配置されるように設けられる。驚くべきことに、当業者が予
期しないように、クランプピンを用いて、ラッチ感覚に有利に影響を与えることができる
ことが分かった。
【００１５】
　本発明の更なる主題は、ヘッドレスト、特に本発明によるヘッドレストに組み込むこと
ができる配向装置を形成するためのモジュラーシステムであって、
　ヘッドレストを第１ラッチ位置と第２ラッチ位置との間で可逆的に移動させる並進ユニ
ットと、
　並進運動をシャフトの回転運動に変換する変換ユニットであって、第１ラッチ位置及び
第２ラッチ位置に掛かるラッチ要素に弾性要素を介して接続されている変換ユニットと
を有するシステムである。
【００１６】
　好ましくは、変換ユニットは、大歯車、歯付きの旋回可能なディスク片、及び／又はラ
ックを含む伝動装置を含む。
【００１７】
　本発明の更なる実施形態によれば、モジュラーシステムは、更なる並進ユニットを有す
るように設けられ、並進ユニット及び／又は更なる並進ユニットは手動で動作可能である
か又はモーター付き駆動装置を有する。
【００１８】
　本発明の更なる詳細、特徴及び利点は、図面から及び図面を参照する好ましい実施形態
の以下の説明から推測されることができる。この場合、図面は、本発明の概念を限定する
ものではない本発明の例示的な実施形態を示すに過ぎない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の第１実施形態に係る車両用ヘッドレストを示す。
【図２】本発明の第２実施形態に係る車両用ヘッドレストを示す。
【図３】本発明の第３実施形態に係る車両用ヘッドレストを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　様々な図において、同一の部分には常に同じ符号が付されており、したがってそれぞれ
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が原則として１回のみ言及される。
【００２１】
　図１は、本発明の第１実施形態に係る車両シート用ヘッドレストを概略的に示す。この
場合、ヘッドレストは、乗員が頭部を快適に支えることを可能にし、また、事故の際に乗
員が頸椎を過度に伸ばすことを防ぎ、場合によっては関連する外傷性脳損傷又は神経損傷
から乗員を保護することを目的としている。ヘッドレストの柔軟に設定可能な安定した位
置決めのために、ヘッドレストは、好ましくは、ヘッドレストを車両シートの本体、特に
背もたれに対して位置決め可能な配向装置１を含む。乗員の頭部に対してできるだけ最適
にヘッドレストを位置決めするために、好ましくは、配向装置１は、並進ユニット１０及
び／又は更なる並進ユニット２０を有するように設けられ、並進ユニット１０は、第１方
向、詳細には水平に延びる方向、すなわちＺ方向におけるヘッドレストの並進運動のため
に構成され、更なる並進ユニット２０は、ヘッドレストの第２方向、詳細には垂直に延び
る方向、すなわちＸ方向におけるヘッドレストの更なる並進運動のために構成されている
。詳細には、第１方向及び第２方向は互いに垂直に延びている。この場合、乗員の頭部の
方向へのヘッドレストの移動は、好ましくは、並進ユニット１０と、更なる並進ユニット
２０によるヘッドレストの高さ調整とによって実現することができる。また、好ましくは
、ヘッドレストは、並進ユニット１０及び／又は更なる並進ユニット２０を用いて第１ラ
ッチ位置と第２ラッチ位置との間で移動可能であるように設けられる。例えば、第２ラッ
チ位置は乗員が個々に設定する位置であり、第１ラッチ位置はヘッドレストを完全に後退
させた位置である。ヘッドレストをロックするために、例えばカム要素のようなラッチ要
素２が配向装置１内に設けられており、ラッチ要素２は、第１ラッチ位置と第２ラッチ位
置においてラッチされ、すなわち、ヘッドレストの構成要素、特に配向装置と形状嵌め及
び／又は圧力嵌めにより相互作用する。その結果、ヘッドレストは有利にロックされる。
図１に示す例示的な実施形態では、ヘッドレストは、第１ラッチ位置と第２ラッチ位置と
の間で手動で移動可能である。このために、ラッチ要素２は、例えばラッチ要素２を移動
させ又は持ち上げることによって、第１及び第２ラッチ位置から解放される。その後、ヘ
ッドレストは、力の作用によって外部から手動で動かし又は移動させることができる。詳
細には、第１並進ユニット１０と第２並進ユニット２０が共通のラッチ要素２を共有する
ことが考えられる。ラッチ要素２を解放すると、ヘッドレストは、いずれの場合にも、第
１又は第２ラッチ位置が占有され且つラッチ要素が再びラッチされるまで、第１方向及び
第２方向の両方で並進移動することができ、これは、例えばばね要素の復元力によっても
たらされる。また、並進ユニット１０はシャフト１１を有するように且つ／又は更なる並
進ユニット２０は更なるシャフト２１を有するように設けられ、シャフト１１は移動と共
に、すなわちヘッドレストの並進運動中に回転する。並進運動をシャフト１１の回転運動
に変換するため、及び更なる並進運動を更なるシャフト２１の更なる回転運動に変換する
ために、好ましくは、いずれの場合にも伝動装置が設けられる。並進ユニット１０の場合
、伝動装置は、詳細には、シャフト１１に好ましくは一体化されているか又はシャフト１
１に接続されている大歯車１２と、歯付きの旋回可能なディスク片１３とを含む。並進運
動中、ディスク片１３は旋回させられ、伝動装置を通して回転運動を行うようシャフト１
１を駆動する。更なる並進ユニット２０の場合、伝動装置は、詳細には、好ましくは更な
るシャフト２１に一体化されているか又は更なるシャフト２１に接続されている更なる大
歯車２２と、好ましくはヘッドレスト用のキャリア要素３に一体化されているか又はキャ
リア要素３に位置固定して接続されているラック２３とを含む。高さ調節の場合には、更
なる大歯車２２がラック２３に沿って移動させられ、このようにして更なるシャフト２１
が駆動される。また、ラッチ要素２は、第１ラッチ位置及び／又は第２ラッチ位置におい
て、シャフト１１の回転運動を阻止するために、特に形状嵌めによってシャフト１１と相
互作用することが考えられる。詳細には、更なるシャフト２１及び共通のラッチ要素につ
いても同様である。シャフト１１及び／又は更なるシャフト２１とラッチ要素２との相互
作用のために、シャフト及び／又は更なるシャフトには、特にシャフト１１及び／又は更
なるシャフトの長手方向軸に沿って延び且つ少なくとも部分的にその周りに延びている輪
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素４を介して、詳細にはラッチ要素２の弾性円錐を介して、第１ラッチ位置及び／又は第
２ラッチ位置においてシャフト１１及び／又は更なるシャフト２１に接続されるように設
けられる。弾性要素４の弾性作用により、ヘッドレストは、有利には、第１ラッチ位置に
おいて、車両シートの更なる構成要素、例えばキャリア要素４を押圧することができる。
また、ヘッドレストの端部位置に達するとラッチ感覚をもたらすことができる。更に、弾
性要素４の作用は、異なるラッチ位置への移動が望まれない状態でヘッドレストに外力が
作用するとすぐに、ヘッドレストの第２ラッチ位置への戻りを引き起こす。
【００２２】
　好ましくは、配向装置１は、ヘッドレストの様々なモデルにおいて使用可能であるよう
に、モジュール式に組み立てられるように構成される。図１に示す配向装置１用のアセン
ブリでは、ヘッドレストを手動で移動させるために第１並進ユニット１０と第２並進ユニ
ット２０の両方が設けられている。
【００２３】
　図２は、本発明の第２実施形態に係る車両用ヘッドレストを概略的に示す。この場合、
図２のヘッドレストが図１に示したヘッドレストと本質的に異なるのは、図２に示す配向
装置１の組立体では、並進ユニット１０は手動操作用であり、更なる並進ユニット２０は
電動式に駆動可能である点のみである。このために、更なるシャフトに接続された更なる
駆動装置２４が設けられている。また、クランプピン１５が並進ユニット１０に、詳細に
はシャフト１１の一部として又はシャフト１１の延長として設けられる。結果として、ラ
ッチ感覚に有利に影響を与えることができる。
【００２４】
　図３は、本発明の第３実施形態に係る車両用ヘッドレストを概略的に示す。この場合、
図３のヘッドレストが図１に示したヘッドレストと本質的に異なるのは、図３に示す配向
装置１の組立体では、並進ユニット１０及び更なる並進ユニット２０は電動式に駆動可能
である点のみである。このために、シャフト１１に接続された駆動装置１４と、更なるシ
ャフト２１に接続された更なる駆動装置２４が設けられている。
【符号の説明】
【００２５】
１　配向装置
２　ラッチ要素
３　キャリア要素
４　弾性要素
１０　第１並進ユニット
１１　シャフト
１２　大歯車
１３　ディスク片
１４　駆動装置
１５　クランプピン
２０　更なる並進ユニット
２１　更なるシャフト
２２　更なる大歯車
２３　ラック
２４　更なる駆動装置
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